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２０００名の労働者・市民団体が名古屋・久屋ひかりの広場に！！

７月２９日１８時３０分から名古屋市久屋広場南ひかりの広場において、「安倍内閣の暴走を

止めよう－集団的自衛権・戦争法制を許さない！普天間基地撤去・辺野古新基地建設は中止！

７．２９あいち集会・デモ」に、ＪＲ総連東海地方協議会の仲間と共に名古屋車両所分会は参

加しました。

海外での戦争に道をひらく安全保障関連法案＝戦争法案が衆議院で強行採決され、現在は参

議院で議論されています。この法案が、『憲法９条違反』であることは安倍内閣が用意した憲法

学者も認めています。

この集会には、主催者発表で２０００名の労働者・市民団体・婦人団体が参加しています。

参加者の中には、車イスや白い杖をついた人、赤ちゃんを背中におんぶした女性まで参加して

いました。そして、集会のあいさつの中で、元自衛官は「この法案が国会で議論されはじめた

時期を境にして、自衛官の自殺や幹部候補自衛官の退職が異常に増えている」という発言があ

りました。私たちは、この戦争法案の白紙撤回・廃案を強く求め、今後も闘います。




